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図3立方晶系J-5/2の場合の歪み感受率













はA=90Kである.C.が室温から大 きな減少を示 し,低温で一定値 になること,また
(C.lCl,)/2がA/2AOKで極小値を示し,低温で一定値になることは,r,基底状態の特徴 を
よく表している.図5にSmSbの弾性定数の温度変化を示す.smsbのr,-r8の結晶場分裂
の大 きさはA=65Kである.(Cl-C,2)/2の振る舞いはceAl2よ りさらに顕著であ り,
A/2-30Kで極小値を示 し,低温で一定値 になっている.CeA12,SmSbともにより低温で
弾性定数が急激に減少しているのは,反強磁性転移によるものである.
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